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加賀市
学校教育ビジョン

こだわり１    明確なビジョン
大きな「方向感」のイメージを共有　ビジョンは全戸配布

こだわり２    モデル校なし　全小中学校・全教職員で
市内全小中学校（計23校）・全教職員で、画一的な一斉一律の授業から脱却し、

子どもが主役の授業「子どもに委ねる学び」への転換を目指す

ただし個々人の進度はそろえない　

こだわり３    マニュアル化しない　手法の目的化を回避
マニュアルは作らず、手法は縛らず、学校や教員の実践の「余白」と「自由度」を最大限上げる

目の前の子どもにフォーカスした授業づくりの意識の徹底

目指したのは自由進度学習ではない

こだわり４   研修観を転換　子どもの学びと相似形を目指す
主体的／個別最適　→　伴走型支援（個人のオーダーに応じて、授業づくり等を伴走支援）

対話的／協働的　　→　対話型研修（リフレクション・言語化・内省・次へのサイクル）

＜指導主事の「指導・助言」から脱却　 →「伴走型支援」への転換不可欠＞

加賀市教育委員会のこだわり
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 １　学校全体概要    
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石川県加賀市立山代中学校

【 生 徒 数 】３７１名（各学年４クラス）

【教職員数 】４８名

【   校   訓  】私もみんなも幸になる
　　　　　　　　　社会をつくる人になろう

【教育目標】未来を拓く力
　　　　　　 　　　よりよく生きる力を育む

【めざす生徒像】
　　「や」やり抜く力をきたえ生きる生徒
　　「ま」学ぶ意欲を持ち共に努力する生徒
　　「し」集団の規律を守り高め合える生徒
　　「ろ」労を惜しまず社会に貢献できる生徒

校
訓 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１　学校全体概要



２　授業づくりの概要
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〇見通しのなかで意欲的に学ぶ

〇学び方への意識向上

▶研究主題

▶研究主題設定の理由

「主体的・対話的で深い学び」を追究する生徒の育成
～「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を目指した授業づくりを通して～

▽学習への困難さを抱える生徒が多い

▽学習の深まりや定着

▽自律した学び手

　　　　　　　　　　　　　　　本校生徒の特徴

一人ひとりの確実な資質・能力の育成に向けた

主体性の質の向上・他者との対話での深まりを目指す授業設計が必要 8

２　授業づくりの概要
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２　授業づくりの概要



授業づくりに関する具体的な取組

　　　（１）「単元」を意識した授業づくり

　　　（２）生徒の実態に応じた「手立て」の構築

　　　（３）「振り返り」の充実

　　　（４）学びをつなぐ「カリキュラム・マネジメント」
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２　授業づくりの概要



（１）「単元」を意識した授業づくり

▶１時間ごとの授業の結びつき

▶何を子どもに委ねるかを精査

▶単元で個別・協働・教師主導の場面を意図的に設定

▶単元マップを作成し単元での学びを生徒と共有

　[共通する単元マップの要素]

　①単元名　②単元の目標　③単元の流れ　④時数　⑤手立て　⑥評価
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２　授業づくりの概要



（２）生徒の実態に応じた「手立て」の構築

▶指導方法や教材などの柔軟な提供や設定が必要

▶生徒理解をもとに，生徒自身が学習に必要な情報に，

　必要なタイミングでアクセスできる環境づくり

ICTの活用 実物や図版の活用
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２　授業づくりの概要



▶ICTを活用した手立ての例①

　動画や資料等をGoogle Driveに
　保存

　　　　　　　↓
　単元マップにリンクを貼付

　　　　　　　↓
　単元マップから生徒のタイミング

　で見ることが可能
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２　授業づくりの概要



▶ICTを活用した手立ての例②

　Google Meetを活用

　　　　　　　↓
　外部の専門家などと繋がる

　場を設定

　　　　　　　↓
　専門的な知識を得ることや

　生徒自ら疑問点を質問する

　ことが可能
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２　授業づくりの概要



▶実物等を利用した手立て

　いつでも実験器具に触れられる

　環境

　　　　　　↓

　個々の課題や興味・関心にあわせ

　て実験を選ぶこと,いつでも実験に

　立ち返って調べることが可能
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２　授業づくりの概要



（３）「振り返り」の充実

▶全教科で振り返りシート活用

▶生徒が学習内容や手応えを自覚

▶単元マップと一体化

　→課題・見通し・学びの足跡を

　　 一覧することが可能
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２　授業づくりの概要



・主体的・対話的で深い学びの実現

・育成したい資質・能力を身に付けさせる

　▶何ができるようになるか（育成を目指す資質・能力）

　▶何を学ぶか（教科等を学ぶ意義、教科等間のつながり）

　▶いつ学ぶか（各教科等の指導計画）

　▶どのように学ぶか（学習・指導の改善・充実）

　▶何が身についたか（学習評価の充実）

学年ごとに１つのシートにまとめる

全教科で生徒の資質・能力を育成していく

（４）学びをつなぐ「カリキュラム・マネジメント」
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２　授業づくりの概要



（４）学びをつなぐ「カリキュラム・マネジメント」

２　授業づくりの概要

手順１

学校教育目標と学習指導要領を踏まえて、育てたい具体的な生徒の姿を描き　

『全体計画』を描く。

手順２

育成を目指す生徒の姿（資質・能力）を目指して、学年ごとに教科等の年間指導計

画を統合し、１つのシートで年間の学習活動を俯瞰できる『単元配列表』を描く

手順３　一連のまとまりである『単元』を描く



手順１

学校教育目標と学習指導要領を踏まえて、育てたい具体的な生徒の姿を描き『全体計画』を

描く。

育成を目指す生徒の姿（短期目標）を資質・能力ごとに設定し、
全職員で共有することにより、先生方で目指す方向性が定まる。

（４）学びをつなぐ「カリキュラム・マネジメント」
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２　授業づくりの概要



手順２

育成を目指す生徒の姿（資質・能力）を目指して、学年ごとに教科等の年間指導計画を統合

し、１つのシートで年間の学習活動を俯瞰できる『単元配列表』を描く

・各教科等の学習内容を相互の関係で捉
え、学校教育目標を踏まえた教科等横
断的な視点で、目標の達成に必要な教
科の内容を組織的に配置した。

・今後はこのシートを生徒とも共有し、「見
通しをもって学習に取り組むこと」や「学
びをつなぐ」ことを意識することにつなげ
ていきたい。
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２　授業づくりの概要（４）学びをつなぐ「カリキュラム・マネジメント」



手順３　一連のまとまりである『単元』を描く

単元配列表 単元マップ

Googleスプレットシートで全職員が、「どの教科で」「いつ」「どのような学習を行うか」をいつでも見ることができる
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２　授業づくりの概要（４）学びをつなぐ「カリキュラム・マネジメント」



手順３　一連のまとまりである『単元』を描く

他の教科と関連付けて考える。
ある教科の「資質・能力」が別の教科の「資質・能力」とつながり、学習したことを活用・発揮（利用・促進）さ
れることで「資質・能力」が概念化され安定的で持続可能な資質・能力となる。

技術・家庭科（家庭分野）国語科

「魚嫌い」、「魚料理離れ」が近年、急増して
いる。

課題を設定し、調べたり、調理実習をしたりし
ながら解決方法を探る。資料や技術・家庭科で学習したこと等を材料

に根拠をもとにして整理する。

「根拠を示して説明する」とはどのようなこと
か学習する。

実践について考察したことを根拠や理由を明
確にして筋道をたてて説明する。

例
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２　授業づくりの概要（４）学びをつなぐ「カリキュラム・マネジメント」



授業構想の具体例・中学国語

（１）準備段階
　・学習教材を読んだり、先行研究などを調べる
　・教材のもつ特性や価値を把握
　・学習指導要領と教材を照らし合わせる
　・育成したい資質・能力を決定
　・既習を確認し、該当学年でおさえるべき内容を把握

　
　・該当学年でおさえるべき内容の具体をつかむ

　
　・生徒の既習事項の定着具合などを確認

国語

【例】中学校 国語  C読むこと（１）ウ

　　　　２年生＝～登場人物の言動の意味などについて考えたりして,内容を解釈する

　　　　３年生＝文章を批判的に読みながら,文章に表れているものの見方や考え方に～

　　　　→２年生での学習に加えて３年生では批判的に読むということが必要

【例】批判的に読むとは？ →各学年の内容へ→「批判的に読むとは文章に書かれていることを～吟味したり検討したり」
※批判的に読むとは主張と根拠の関係性等の吟味、文章に表れた見方 ,考え方に対して共感や納得ができるか否かを考えることで
あることをつかむ。

【例】２年生の「言動の意味～解釈する」は十分に身についているか？　既習を再度おさえるような単元構想は必要か？
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（２）単元の流れをつくる①

　・学習指導要領の言語活動例を参考にして指導内容が身につくような言語活動
　　を考える

　
　・言語活動に自分で取り組んでみる
　
　　
　
　
　・単元の目標や評価規準を決める
　
　・言語活動を具体化していくなかで、生徒の思考の流れやつまずく可能性のあ
　　る事柄などを明らかにする

国語

※学習する意味、社会での有用性、興味・関心に沿ったものに

※どのように読めたり、書けたり、話せたりしていれば良いかを学習指導要領と教材、生徒の実態を踏まえながら具体化　しゴー

ルの姿を明らかにする
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授業構想の具体例・中学国語



（２）単元の流れをつくる②

　・ゴールの姿から逆算しながら単元の学習の流れをつくる（いつ、どこで、何を）

　　

　

　・各時間のゴールの姿と学習課題を作成し、学習の流れを作成する

　

　・生徒の思考の流れやつまずく可能性のある事柄などを踏まえて手立てを作成する

　

　・単元の導入を考える

　　

国語

※知識・技能を活用し、思考・判断・表現する流れ

　　　思考・判断・表現しながら知識・技能を身につける流れ

　　　→いずれにしても言語活動を通して、資質・能力が身につくようにする

※個々の生徒が自力で目標達成に向かうための手立てを構築する

　　　→学習モデル、ワークシート、ヒントとなるスライド、動画や写真資料など

※より学びが深まるための手立てを構築する

　　　→授業形態、交流の視点の明確化、互いの考えの可視化、タブレット端末の活用など、他教科との関連

※学習する意味、社会での有用性、興味・関心の喚起など
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授業構想の具体例・中学国語



（３）単元マップに整理する

　　　
　　　
単元マップの要素

・学習のプロセス　　

・時数　　　　　　　

・手引き一覧　　　　

国語
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授業構想の具体例・中学国語

・学習の目標　　

・使用教材　　　

・振り返り（本時と単元末）

・学習の流れ

・評価（規準・場面・方法）



・単元のゴール

・段階ごとの
    活動の概要

・学習の形態

・学習の流れ

国語
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授業構想の具体例・中学国語

単元マップの例



単元マップの例

時間

　評価　
場面・規準・方法

  手立て　
Googleドライ
ブにリンク　

使用教材

目標

学習課題

振り返り
　単元末　

振り返り
各時間ごと

国語
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３　取組の成果           
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取組の成果

（１）教師の授業構想力の向上

（２）多様な子供達にとって学びやすい環境づくり

（３）教師の負担軽減に資する可能性
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３　取組の成果



（１）教師の授業構想力の向上

　①単元で授業を構想していくこと

▶学習指導要領の言葉の意味を深く考えるようになった

▶単元全体を見通して、身に付けさせる力を明確にするようになった

▶１時間ごとのつながりが意識できるようになり、大切なポイントをはずさない授業づくり

ができるようになってきている

　　 　　「ここの知識や考え方がゴールの姿につながるし、大事にせなあかんなあ」
　　 　　「なんとなくの１時間がなくなった。投げ込みの１時間がなくなった。」

▶生徒の振り返りを読むときに、「育成したい資質・能力が獲得できたか」の視点で見る

ことができるようになり、授業改善にもつながった

▶「将来、こんな力が必要」と将来を見据えて考えるようになった 31

３　取組の成果



　②足場かけ（手立て）の工夫

　▶資質・能力をつけさせるためにどのようなことが必要か考えるよう

　　になった（×活動あって学びなし　〇目的のある活動）
　▶授業形態を意識するようになった
　　「ここは協働」、「ここは個別」、「ここは全体で」

　▶学級全体をみるだけでなく、個の学びに焦点をあてるようになった

　▶生徒のことをよく考えるようになった

　　つまずきやすいところ、支援が必要な生徒への対応、ICTの活用

　▶様々な足場かけを工夫する力がついた。引き出しが増えた。
　　難易度別ワークシート、ヒント動画、資料、オンライン等
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３　取組の成果

（１）教師の授業構想力の向上



　③適切な評価場面の設定
▶ねらいにそったパフォーマンス課題を設定するようになった

▶「主体的に学習に取り組む態度」の評価 …主体的に学習に取り組む環境設定やパフォーマンス課題を意図的に

設定することにより、主体的な生徒の姿を見取ることで、自然と指導と評価の一体化が図れた。

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
の
評
価

従来は…
・手をあげる回数　　・ワークの提出物

生徒の姿 試行錯誤のあと・書き換えのあと

パフォーマンス課題 振り返り

主体的に学習
に取り組む

場面を意図的
に設定

振り返り
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３　取組の成果（１）教師の授業構想力の向上



（２）多様な子供達にとって学びやすい環境づくり

　▶学習の見通しがもてる

　▶学習の目的が分かるー意欲にもつながる
　　何もしない子が減った、ねばり強く学べる

　▶学んだことや学び方が自覚できるようになった
　　自分に合った学び方を選べるようになってきた

　▶他の人の考えを自分の学びに生かしている

　▶いつでも、どこでも好きなタイミングで見ることができる

　▶難易度が選べるようになった

　▶手書きよりも文字数が増えた
34

３　取組の成果



（３）教師の負担軽減に資する可能性
取組によって負担軽減につながりました！

　

● ICT活用が不可欠となりフル活用することにより、業務

効率化につながっている
　

　例）

➢ 印刷する手間がなくなった

➢ 単元マップ・手立て等を随時更新できる

➢ フィードバックしやすい

➢ すべてデータ化されて持ち運びしやすい

➢ 他教科の取組が見える

● 単元で授業構想することで、評価場面、評価材料を精

選することができた

● 単元中に「次、なにしよう」と悩むことがなくなった

今まだ模索中なので、実は負担も大きいです・・・

● 単元の最後では「そろそろ次の準備をしなくては・・・」と精神

的な負担があり、準備のためのまとまった時間が必要になる

（時間がない問題）

　　
　　　　例）特に時間を要すること

　　　　　　・指導要領の難解な文章を読み解くこと

　　　　　　・指導要領の羅列的な内容を構造化すること

　　　　　　・他教科との繋がりを把握すること

　　　　　　・これらを踏まえ単元マップの作成をすること

　　　　　

● 個に応じようとすればするほど、たくさんの手立てが必要にな

り準備に追われる（手立て地獄）

● 職員での共通理解が大変

（「なーんも分からん」と言われたり…）

35

３　取組の成果

過渡期ならではの負担感にとどまるものもあるが、そもそも「特に時間を要すること」の部分は、
今の指導要領の構造上、どうしても時間がかかり、職員誰もがスムーズにできるわけではない



　４　次期学習指導要領に求めること
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次期学習指導要領に求めること
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　　　４　次期学習指導要領に求めること



（１）視覚的にも捉えやすい学習指導要領

● 【知識・技能】と【思考・判断・表現】に関連性や各学年の系統性について

一覧することができる

　　　　　　　　　　　　　　　

● どの【知識・技能】を活用・発揮させながら【思考・判断・表現】していくか

などの単元構想がしやすい

【例】知識・技能と思考・判断・表現が並列に並んだ表　　各学年の系統性について一覧できる表
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　　　４　次期学習指導要領に求めること



（２）デジタル化された学習指導要領

　・デジタル化することで、見たいページや探したい言葉が見つけや

　　すいようになる可能性がある

　　※紙媒体の場合はインデックスが付いていると負担感がなくなる

【例】俯瞰できる表など（全体）とより具体的に記載されたページ（部分）をリンク等で
　　　つなぎ、行き来がしやすいようなもの

　　　     キーワード検索などで知りたい情報が集約されるもの
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　　　４　次期学習指導要領に求めること



（３）より具体的に理解ができる学習指導要領①

　　現行の学習指導要領（解説）は一文一文が長く文章のつながりが読み取りにくく、難解な印象。

一文一文を簡潔かつ明瞭にすれば、

全ての教員が容易に内容を理解することができたり、誤解を防げたりする可能性がある。

【例】学習指導要領解説外国語編（ p29）

音声や語彙 ,表現,文法,言語の働きなどの個別の知識は ,どれだけ身に付いたかに主眼を置くのではなく ,生徒の学びの過程全体を通じて ,五つ
の領域別の目標を達成するのにふさわしいものとして ,それらを理解し ,「実際に英語を用いた言語活動」において活用し ,主体的に運用する技
能が習熟・熟達に向かったり ,後述の思考・判断・表現することを繰り返すことを通じて知識が獲得され ,学習内容の理解が深まり ,学習に対する
意欲が高まったりするなど ,三つの資質・  能力が相互に関係し合いながら育成される必要がある。
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　　　４　次期学習指導要領に求めること



（３）より具体的に理解ができる学習指導要領②

若い教員等にとっては、指導事項が達成された姿がイメージしづらく、単元構想する
際に、どこまで教えるのかに悩んだり、ゴールの姿を設定したりすることに難しさを感
じている傾向がある。

QRコードで動画解説があったり、文章でより具体的に書かれていたりすると

イメージがしやすく授業構想に役立てることができる。

【例】学習指導要領解説国語編（ p129）　「人間 ,社会,自然などについて思いを巡らせ ,自分の考えをもつことである。」

→どの程度の水準の考えをもつことが求められているのか。授業者によっては物足りない印象をうける評価規準を設定してい

たり、レベルの高いものを求めす　ぎていたりすることもある。しかし、個々で判断ができず、指導主事に指導を仰がなければ

判断つかないことも多い。
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　　　４　次期学習指導要領に求めること



（４）見方・考え方がより具体的にイメージできる学習指導要領

現行の学習指導要領（解説）は、見方・考え方の抽象度が高く経験の浅い教員にとっては難解で、イメージし
づらい傾向にある。

「こういうことがわかる・できるようになってほしい」
という教科の資質・能力をよりわかりやすく具体的に理解できるようになると、
見方・考え方を発揮した姿がイメージしやすくなり授業構想に取り入れやすい。

【例】学習指導要領解説外国語編（ｐ 29）

「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方」とは「外国語で表現し伝え合うため、外国語やその背景にある文化を，社会や世

界，他者との関わりに着目して捉え、～」

→社会や世界，他者との関わりとは具体的にどのような姿をイメージしているのかが明瞭でない。「 ALTに向けて～」と言語活動や目標

を設定することが多くなり，それが正しい見方・考え方なのかが判断がつかない。
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　　　４　次期学習指導要領に求めること



● 「何か新しいことをしなければいけない」という負担感

● 実は、今まで取り組んできていることをよりシンプルに、よりね

らいを定めたもののはずなのに、それがあまりイメージされて

いない

● 総則にある手順の言葉が難しく、具体的に何をどのようにした

らよいか分かりづらい部分がある

● 「育成したい生徒の資質・能力に向かって」が分かりにくく、単

元配列表の作成に陥ってしまう可能性がある。

➔ 総則編にある「手順」がもう少し分かりやすく具体的な言葉に
なってほしい。

➔ 手順の中に「育成したい生徒の資質・能力を明確にすること」を
もう少し具体的に入れた方がいいのではないか

➔ 育成したい資質・能力について、各教科の指導事項が一覧で
見られるようになってほしい（右図参照）

例えば
　本校の育成したい生徒の資質・能力のキーワードを
入力すると、キーワードが含まれる指導事項が一覧
表になって出てくる。

43

　　　４　次期学習指導要領に求めること

（４）カリキュラム・マネジメントするにあたって活用しやすい学習指導要領



学習指導要領解説から、指導事項を
抜き出し、付箋に書き出す。

（１）題材について確認する（準備段階）

・題材と学習指導要領解説に書かれている指導事項を照らし合わせる。

・本題材における「ねらい」「この題材でつけさせたい資質・能力」を確認する。

・ゴールの姿を描く。

・生徒の実態を把握する（アンケート、聞き取り、小学校の既習事項）

・学習指導要領における、身に付けさせたい力を抜き出す。

　「～を理解させる」「～ができるようにする」

　「～に気づくようにする」「～を考えることができるようにする」

・題材における見方・考え方を確認する。

・題材について教材研究する。

・他教科とのつながりを見る（単元配列表、他教科の先生に聞く、他教科の解説を読む等）。

住居の基本的な機能

日本の伝統的な住まいの様式

幼児や高齢者の住まいの事故の
防ぎ方

技術・家庭科
（家庭分野）
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（参考）授業構想の具体例・中学家庭科



（２）題材の流れをつくる（学習内容を生徒の思考でつなぐ）
　　

　　・ゴールの姿を設定する。

　　・抜き出した資質・能力をゴール姿につながるように生徒の思考の流れに沿って並び替える。

         

生活の課題発見 解決方法の検討と計画 課題解決に向けた実践活動 実践活動の評価・改善

自分自身・日常

仲間・近隣

地域・社会的問題

～について
理解する

～について課題
を設定する

～について
気づく

～について
理解する

～をできる

～について計画
を考えることがで

きる

～について検討
できる

～について振り
返って評価できる

～について
改善方法をかん
がえることができ

る

ゴール
の姿

技術・家庭科
（家庭分野）

  横軸：探究的な学習の流れになるようにする。

　　    （生活の課題発見→解決方法の検討と計画→課題解決に向けた実践活動→実践活動の評価・改善…）

  縦軸：自分のことだけで考えがとどまらないように、視野を広げる視点を設定し、学びの深まりが出るよう 
　　　    にする。（自分、地域・社会、世界）
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（２）題材の流れをつくる（手立てを考える）
　　　
　　　・たくさんの手立てを出し、資質・能力に直結する手立てを精選する。

　　　・身に付けてほしい資質・能力の育成につながる学習活動や教材を考える。

　　　  （「活動あって学びなし」にならないように注意）

　　　・ゴールの姿まで生徒の思考が無理なく流れていくにはどうしたらよいか考える（手立て、環境など）。

　　　　

　　　・評価基準と照らし合わせる。評価方法を設定する。

生活の課題発見 解決方法の検討と計画 課題解決に向けた実践活動 実践活動の評価・改善

自分自身・日常

仲間・近隣

地域・社会的問題

～について
理解する

～について課題
を設定する

～について
気づく

～について
理解する

～をできる

～について計画
を考えることがで

きる

～について検討
できる

～について振り
返って評価できる

～について
改善方法をかん
がえることができ

る

ゴール
の姿

教材
学習
活動

学習
活動

学習
活動

学習
活動

学習
活動

技術・家庭科
（家庭分野）

手立て

手立て

手立て

手立て

手立て

手立て

手立て

手立て

手立て

「ただの答えになってしまうのではなく、生徒が考えるヒントになる手立て」

「自分で学んできたことが、次の時間の手立てになる」

「一人ひとり生徒の姿をイメージし、その子にあった手立て」「より効果的な手立て」）

手立て 手立て

手立て
手立て
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（３）単元マップに整理する
　　　
　　　　
・授業を通して身に付けたい力　　

・他教科との学びのつながり　　　

・振り返り　　　　　　　　　　　

授業を通して
身に付けたい力
（資質・能力）

キーワード
（見方・考え方）

小学校での
既習事項

他教科との
つながり

技術・家庭科
（家庭分野）

47

・キーワード（見方・考え方）　　

・ヒント　　　　　　　　　　　　

・評価項目

・小学校で学んだこと

・学習内容

　　　　　　　　　　　



（３）単元マップに整理する
　　

学習の流れ
ヒントになる資料URL学習内容

振り返り 評価

技術・家庭科
（家庭分野）
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（３）単元マップに整理する

今までの学習で活用してきた
シートにつながるURL

（他の人の考えも見ることができる）

題材全体の振り返り

技術・家庭科
（家庭分野）
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